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「
あ
じ
さ
い
会
」
に
参
加
し
ま
せ

ん
か「

あ
じ
さ
い
会
」
は
町
内
在
住

の
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
し
た

サ
ー
ク
ル
で
す
。
同
会
で
は
、
閉

じ
こ
も
り
を
防
止
し
、
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
、
カ
ラ

オ
ケ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
和

紙
で
小
物
作
り
な
ど
の
行
事
を
月

１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
９
月
17

日
は
、
午
後
１
時
か
ら
同
３
時
ま

で
講
師
を
迎
え
、
庭
の
手
入
れ
方

法
な
ど
の
話
を
聞
き
ま
す
。
お
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町

内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
次
の
と
お
り
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
教
室
に
参
加
し
て
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
ゆ

う
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
�
７
６
６
・

１
２
０
０
）
へ
。

本町では、平成４年度から地域や子ども達の

実情に根ざした教育を推進するために、「特色

ある学校づくり推進事業」を進めてきました。

各小中学校における特色ある学校づくりの推

進テーマと、各学校が取り組んでいる内容の一

部を皆さんにご紹介します。

今
、
教
育
は
、
い
じ
め
の
問
題
、

学
級
崩
壊
、
非
行
の
低
年
齢
化
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
増
加
な
ど
大

き
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
様
々
な
要
因

が
か
ら
み
あ
っ
て
お
り
、
と
う
て

い
学
校
だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
、
地
域
、
家
庭
が
教
育
の

あ
り
方
や
生
活
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
解
決
の

糸
口
さ
え
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
か
ら
、

昨
年
度
、
完
全
学
校
週
５
日
制
が

ス
タ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
学
校

に
お
け
る
教
育
計
画
の
も
と
に
な

る
学
習
指
導
要
領
が
、
次
の
４
点

を
柱
に
大
き
く
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、「
生
き
る
力
を
育
む
教
育
」
が
導
入
さ
れ
、
１
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
本
町
で
は
現
在
、
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
の

基
礎
学
力
を
強
化
し
、
そ
し
て
自
ら
学
び
・
自
ら
考
え
る
力

の
育
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
各
小
中
学

校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
へ
の
取
り
組
み
状
況
や
、
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
と
そ
の
回
答
な
ど
に
つ
い
て
、

紹
介
し
ま
す
。

次
の
３
つ
を
さ
し
て
い
ま
す
。

▽
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら

学
び
・
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判

断
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す

る
資
質
や
能
力

▽
自
ら
を
律
し
、
他
人
と
協
調

し
、
他
人
を
思
い
や
る
心
や
感
謝

す
る
心
な
ど
、
豊
か
な
人
間
性

▽
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た

め
の
健
康
、
体
力

学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
教
育
機
能
を
十

分
に
発
揮
し
、
ゆ
と
り
の
あ
る
生

活
環
境
、
教
育
環
境
の
な
か
で
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
体
験
や
社
会

体
験
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
生

き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
一
体
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
や

地
域
の
状
態
に
応
じ
た
、
特
色
あ

る
教
育
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

基
礎
基
本
の
内
容
を
し
っ
か
り

と
教
え
、
理
解
の
徹
底
を
図
り
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
基
礎
基
本
の
力

の
上
に
生
き
る
力
に
つ
な
が
る
創

造
力
や
表
現
力
・
思
考
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し
た

学
習
形
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
少
な
く
教
え
て
多
く

学
ば
せ
る
と
い
う
こ
と
に
主
眼
を

置
き
、
教
育
内
容
が
整
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
授
業
時
数

が
多
少
減
少
し
て
も
、
子
ど
も
た

ち
の
学
力
が
低
下
す
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

昔
か
ら
、「
聞
い
た
こ
と
は
忘
れ
、

学
ん
だ
こ
と
は
覚
え
、
体
験
し
た

こ
と
は
身
に
つ
く
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
体
験
す
る
こ
と
が
本
当
の
理

解
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
の
改
訂
で
、
教
育
内
容
が
厳

選
さ
れ
、
縮
減
さ
れ
ま
し
た
。
各

教
科
に
体
験
学
習
が
十
分
に
取
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、

各
学
校
が
、
地
域
や
学
校
、
児
童

生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
、
教
科
や

学
年
の
枠
を
超
え
て
、
社
会
の
変

化
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
資
質

や
能
力
を
育
成
し
ま
す
。
各
学
校

で
は
、
国
際
理
解
・
情
報
・
環

境
・
福
祉
・
健
康
な
ど
の
課
題
、

児
童
生
徒
の
興
味
関
心
に
も
と
づ

く
課
題
・
地
域
や
学
校
の
特
色
に

応
じ
た
課
題
な
ど
か
ら
各
学
校
が

テ
ー
マ
を
選
択
し
、
学
ん
で
い
き

ま
す
。

昨
年
度
か
ら
、
実
施
し
て
い
る

事
業
で
す
。

地
域
や
保
護
者
の
方
々
の
協
力

を
得
て
、
学
校
教
育
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。
こ
れ
ま

で
は
、
教
員
の
免
許
を
持
っ
た
も

の
だ
け
が
子
ど
も
た
ち
を
教
え
て

い
た
の
で
す
が
、
専
門
的
な
知
識

を
持
っ
た
方
々
を
教
師
と
と
も
に

授
業
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
興

味
、
関
心
を
育
て
て
い
こ
う
と
い

う
内
容
の
事
業
で
す
。

時
間
割
に
つ
い
て
も
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

４
月
に
配
布
し
た
１
枚
の
時
間
割

を
中
心
と
し
て
、
行
事
な
ど
が
あ

れ
ば
変
わ
る
と
い
う
形
で
し
た
。

そ
し
て
、
小
学
校
の
授
業
時
間
は

45
分
、
中
学
校
に
お
い
て
50
分
と

決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
今
回
の
改
訂
で
、
時
間
割
に

つ
い
て
も
各
学
校
が
学
習
指
導
要

領
に
定
め
ら
れ
た
年
間
総
授
業
時

数
を
確
保
す
れ
ば
、
時
間
割
編
成

を
各
学
校
が
弾
力
的
に
行
っ
て
も

よ
く
な
り
ま
し
た
。
学
校
に
よ
っ

て
は
、
複
数
の
時
間
割
り
を
使
用

す
る
と
か
、
教
科
や
そ
の
内
容
に

よ
っ
て
効
果
的
な
場
合
は
、
15
分

の
授
業
や
90
分
の
授
業
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

「
生
き
る
力
の
育
成
」
と
は
ど
ん

な
力
の
こ
と
で
す
か
？

完　
全　
学　
校　
週　
５　
日　
制　
の　
ね　
ら　
い　
と　

は　
？　

体
験
学
習
や
問
題
解
決
学
習
と

い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す

が
、
ど
う
し
て
体
験
学
習
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

総
合
学
習
の
時
間
は
何
を
学
ぶ
の

で
す
か
？

最
近
、
い
き
い
き
学
校
応
援
団

の
募
集
を
目
に
し
ま
し
た
。
い

き
い
き
学
校
応
援
団
と
い
う
の

は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？

時
間
割
が
Ａ
週
、
Ｂ
週
の
２
通
り

あ
り
ま
す
。
以
前
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
無
か
っ
た
よ
う
に
思
う
の

で
す
が
。
時
間
割
の
編
成
に
変
化

が
あ
る
の
で
し
よ
う
か
？

◎
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を

身
に
つ
け
、
国
際
社
会
に
生
き
る

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
育
成
す

る
。◎

自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
を

育
成
す
る
。

◎
ゆ
と
り
の
あ
る
教
育
活
動
を

展
開
す
る
な
か
で
、
基
礎
基
本
の

確
実
な
定
着
を
図
り
、
個
性
を
生

か
す
教
育
を
充
実
す
る
。

◎
各
学
校
が
創
意
工
夫
を
生
か

し
、
特
色
あ
る
教
育
・
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
る
。

こ
の
よ
う
な
「
生
き
る
力
の
育

成
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
21
世
紀
の

教
育
が
始
ま
り
、
本
町
に
お
い
て

も
、
新
し
い
教
育
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

土　
曜　
日　
が　
完　
全　
に　
休　
み　
に　
な　
り　
、　
学　

力　
が　
低　
下　
し　
な　
い　
で　
し　
ょ　
う　
か　
？　

問合せ
学
校
教
育
課

�
７
６
６
・
６
０
０
０

Ｑ＆Ａ
この１年間に教育委員会や学

校に寄せられた質問、それに対

する回答をお知らせします。

教育なんでも

近頃とってもやんちゃ

盛りの智紀だけど、これ

からも元気で思いやりの

ある子に育ってね。

父　浩司・母　祐子さん

本多
ほんだ

日和
ひより

ちゃん
1歳３カ月（伏見台）

尾北
おぎた

智紀
ともき

くん
1歳４カ月（若葉）

我が家の日和は、お散歩、

おしゃべり、おどるのが大

好き。名前の通りみんなの

おひさまになりますように。

父　敦史・母　あい子さん

９月2 1日～3 0日までの1 0日間は、秋の全国交通安全運動期間

です。今年は、次の２点を重点事項として展開されます。

問い合わせは、生活環境課（�766－8712）へ。

※チャイルドシート

は、子どもの体格に

合ったものを使用し

座席への正しい取付

けの徹底を心掛けま

しょう。

●
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
●

10
月
１
日
か
ら
、
５
年
に
一
度
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
全
国
の
約
４
０
０
万
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ

の
調
査
は
住
宅
・
土
地
に
関
す
る
大
規
模
で
最
も
基
本
的
な
調
査

で
す
。
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お
宅
に
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
内

容
を
統
計
作
成
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。問

い
合
わ
せ
は
、
都
市
整
備
課
（
�
７
６
６
・
８
７
０
４
）
へ
。

成人男性の5 1 . 7％、成人女性の3 9 . 7％が高血

圧、また、成人の1 0人に1人が糖尿病かその

予備軍と言われています。

このように、高血圧や糖尿病は決して他人

事ではありません。食生活の乱れや運動不足

（肥満）、ストレス、喫煙、多量飲酒など生活

習慣の点検のためにも、ぜひ参加してくださ

い。

�とき下表のとおり　�ところ保健センタ

ー　�定員40人（先着順）

申込み・問い合わせは、保健センター（�

766－1000）へ。

教室名
あなたもひょっと
したら高血圧？
糖尿病あなたは大
丈夫ですか？

講　師
中村内科ｸﾘﾆｯｸ
中村 多一先生
森内科小児科
森 幸三郎先生

日　時
10月20日（月）
13：30～15：00
10月29日（水）
13：30～15：00

ゆ　ゆ　
う　う　
あ　あ　
い　い　
セ　セ　
ン　ン　
タ　タ　
ー　ー　
よ　よ　
り　り　

健康づくり教室日程表

ゆうあい“いきいき”教室一覧表

教室名

と　き

ところ

持ち物

講　師

水　泳

毎週水曜日
午後１時3 0分
～同３時

室内プール
水 着 ・ 水 泳
帽・ゴーグル
廣田淑子さん

俳　句

第２火曜日
午前10時～
正午

研修室

筆記用具

前西一尾さん

パッチワーク
火曜日

（第１・３グループ）
（第２・４グループ）
午後１時～同３時
研修室

筆記用具・裁縫道具

稲垣 京子さん

ーストップ・ザ・交通事故ー

高齢者の交通

事故防止、特に

夕暮れどきにおけ

る歩行中の交通

事故防止

重点1

シートベルトと

チャイルドシート

の着用の徹底

重点２※ 夕 暮 れ ど き

は、早めのライ

ト点灯に心掛け

ましょう。

健康づくり教室に
参加しよう

▲チャイルドシート着用推進シ
ンボルマーク　「カチャピョン」

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
て

①

②

③

④ ⑥
⑤

⑦

⑧

⑩

⑨

①大島小学校（児童数234人）
～心と命を育む学校づくり・ふるさとづくりで豊かな人権感覚を～

動物の飼育や、いも・米などの栽培を通して、命を慈しみ育

てる優しい心や責任感の育成を目指して取り組んでいます。ま

た、地域の方々の協力を得て、もちつき大会（写真）やふれあ

い美化作業を行い、地域に開かれた学校づくりを推進しています。

②六瀬中学校（生徒数222人）
～互いに信頼し、

尊敬し合う心豊かな生活の充実を目指して～

－国際理解教育の推進－

姉妹都市バララット市の生徒達との、手紙・Ｅメ

ール・ビデオレターなどによる交流や学校紹介を行

っています。また、今年度はバララット市よりロレ

ト・カレッジの生徒達を招き、学級別交流やダンス

などにより親睦を深めました。国際交流を通して、

多様な文化を持った人々と共に生きていく態度を育

成しています。

③楊津小学校（児童数140人）
～花のある　歌のある　笑顔のある

楊津小学校づくり～

学級園や花壇、植木鉢などに花を植え、栽培活動を

通して、自然に関心を持ち、自然を大切にする心を育

てています。また、障害児教育や健康福祉教育、人権

教育を通して、人を思いやる心や助け合いの気持ちを

持つ児童を育成します。

④白金小学校（児童数4 8 8人）
～ぼくも　わたしも　白金の子～

－よりよい白金にしていこう－

花や野菜、果物の栽培や生き物の世話・清掃など、

体験活動を充実させています。そのなかで、美しい

ものを美しいと感じる心や、命を慈しみ育てる優し

い心や責任感、自分達の暮らしを自分達の手で創る

充実感などを子どもに学ばせます。

⑦中谷中学校（生徒数295人）
～21世紀を共生し創造する「生きる力」を育む～

「総合的な学習」を通して、自ら学ぶ楽しみと課

題解決の喜びを求める生徒の育成を目指します。１

学年では福祉体験活動（写真）や日本に住む外国人

の実情を勉強し、２学年では進路学習やアジアの

国々と日本のかかわりを勉強します。３学年では平

和学習や国際理解について勉強します。

⑥松尾台小学校（児童数443人）
～自ら進んで学ぶ力を育てる～

－自ら学ぶ子どもを育てる授業をめざして－

体育の授業を通して「自ら学ぶ子ども」の育成を

目指して取り組みを進めています。

例年、今までの体育ではなかった種目を取り入れ、

子ども達の興味・関心を高めるなかで「自ら学ぶ子

ども」を育成しています。自ら学ぶことによって体

を動かすことが大好きな子どもを育成しています。

⑤猪名川小学校（児童数515人）
～豊かな心を育む学校づくり～

校区の熟年クラブの方々との交流を通じて、さま

ざまな福祉活動を体験したり、障害児学級との交流

を推進し、全校児童のふれあいを深める中で、互い

の人権を尊重し、人格を高め合い、思いやりの心が

育つように取り組んでいます。また、小動物を飼育

し、学級園などに花を植えることで、命の大切さを

学び、自然に親しみ感動できる児童を育成しています。

⑨猪名川中学校（生徒数617人）
～合唱コンクールで地域に～

合唱により生徒の心を開いて表現力を高め、情操

豊かな心を育成し、合唱をつくり上げるなかで全校

生徒の連帯感を育成するとともに、生徒の自主性や

主体性を伸ばします。また、合唱コンクールを通し

て、家庭や地域社会との連携を深めます。

⑧つつじが丘小学校（児童数234人）
～地域とともに歩む学校をめざして～

－授業づくり、環境づくり、ふれあいづくり－

平和・音楽などの学習発表会では、保護者や地域の

人々に多数参加していただけるような体制づくりをして

います。また、地域の高齢者を招き、伝承遊びなどの体

験活動を通じて、子ども達の心を素直に豊かにしていき

ます。また、福祉活動や奉仕活動を体験し、地域の環境

づくりに参加しているという意識を育てていきます。

⑩阿古谷小学校（児童数67人）
～大好き阿古谷　ふるさとへの発信～

－阿古谷のよさを感じ、守り、知らせる－

自然や歴史、人々の暮らしを探検し、自分達が暮

らし、育つ阿古谷に誇りと愛情を持つ心を育成して

います。また、ホタルの観賞会など自然豊かな阿古

谷にしかできない教育活動を推進し、自然を守る気

持ちを高めていきます。そして、自分達で作成した

パンフレット・ビデオ・新聞などを通して、阿古谷

のよさを伝えています。
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